
（1）

（発　行）ちば合同労働組合	 （住　所）千葉市中央区要町２－８ＤＣ会館
（電　話）043-225-2207	 	 （Ｈ　Ｐ）http://union1.strikingly.com/
（メール）union1@outlook.com	 （郵便振替）00280-1-96870

あらゆる職場に労働組合を　一人の百歩より百人の一歩

　月刊ちば合同労組ニュース（第１19号）

�
労
働
学
校
へ
ご
参
加
を
�

テ
ー
マ　
労
働
組
合
入
門

日　

時　

６
月
20
日
（
土
）
13
時
～

講　

師　

片
峯
潤
一
（
動
労
総
連
合
書
記
）

（発行日）２０２０年６月１日

　
ち
ば
合
同
労
組
は
組
合
と
し
て
集
団
受
講
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
動
労
千
葉
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
階
級
的
団
結
論
を
中

心
に
提
起
す
る
。
初
心
者
を
対
象
と
し
た
内
容
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

　
創
業
者
で
あ
る
前
澤
前
社
長
は

巨
額
の
資
産
を
誇
り
、
自
家
用

ジ
ェ
ッ
ト
機
を
乗
り
回
し
、
有
名

絵
画
を
数
十
億
円
で
購
入
す
る
な

ど
豪
奢
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
１
月
、「
お
年
玉
」
と

称
し
て
百
人
に
各
百
万
円
を
配

り
、
さ
ら
に
「
月
に
行
き
た
い
」

と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
前
澤
前
社

長
に
批
判
が
続
出
し
ま
し
た
。

　
前
澤
社
長
は
批
判
を
か
わ
す
た

め
に
時
給
を
１
３
０
０
円
に
ア
ッ

プ
、
３
日
で
２
千
人
の
応
募
が
殺

到
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
近

年
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
人
手
不

足
問
題
」
は
、
非
正
規
労
働
者
の

あ
ま
り
に
低
賃
金
・
劣
悪
な
労
働

条
件
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
社
会

的
に
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
の
労
働
条
件
は
、
千

葉
県
全
体
の
非
正
規
労
働
者
に
影

響
し
ま
す
。
派
遣
労
働
者
も
含
め

て
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
働
い
た
こ
と
の
あ

る
労
働
者
は
膨
大
に
い
ま
す
。

　
ち
ば
合
同
労
組
は
５
月
、
す
で

に
数
人
の
従
業
員
が
組
合
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
Ａ
組
合
員

が
５
月
末
で
雇
い
止
め
の
撤
回
を

求
め
て
株
式
会
社
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
と
団

体
交
渉
を
行
い
、
正
式
に
労
使
関

係
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
分
会
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
新
習
志
野
駅
や
幕
張

本
郷
駅
で
「
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン

結
成
し
ま
し
た
！
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
驚
く
ほ

ど
の
受
け
取
り
率
で
、
問
い
合
わ

せ
も
多
く
手
ご
た
え
十
分
で
す
。

「
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
は
意
外
と
ブ
ラ
ッ
ク
」

「
契
約
期
間
短
縮
の
件
は
話
題
に

な
っ
て
い
る
」「
組
合
作
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
配

り
に
手
伝
い
で
参
加
し
た
ち
ば
合

同
労
組
の
他
の
組
合
員
か
ら
も

「（
チ
ラ
シ
配
り
で
）
あ
り
が
と
う

と
言
わ
れ
た
経
験
は
な
い
」
と
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
は
フ
ァ
ッ

（
４
面
に
続
く
）

シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
「
Ｚ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
を
運

営
し
、
海
浜
幕
張
（
千
葉

市
）
に
本
社
を
構
え
、
習

志
野
市
茜
浜
に
東
京
ド
ー

ム
２
個
分
の
巨
大
倉
庫
を

持
ち
、
昨
年
秋
に
は
隣
地

に
新
倉
庫
を
オ
ー
プ
ン
、

千
人
規
模
の
労
働
者
が
倉

庫
業
務
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
法
人
は
１
９
９
８
年

に
設
立
さ
れ
、
急
成
長
し

た
会
社
で
す
。

労
働
者
の
倉
庫
作
業
が
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
支
え
る

　
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
は
、
多
数

の
ブ
ラ
ン
ド
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

出
店
す
る
モ
ー
ル
型
の
サ
イ
ト

で
、
ブ
ラ
ン
ド
横
断
的
に
ネ
ッ
ト

上
で
購
入
で
き
る
仕
組
み
が
売
り

で
す
。
自
分
が
気
に
入
っ
た
複
数

の
ブ
ラ
ン
ド
洋
服
を
一
括
で
購
入

で
き
、「
ツ
ケ
払
い
」
も
で
き
、

若
者
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
他
の
ア
パ
レ
ル
通
販
サ

イ
ト
を
圧
倒
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
特

徴
だ
と
す
れ
ば
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
に
は

も
う
一
つ
重
大
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
習
志
野
市
茜
浜
や
つ

く
ば
市
な
ど
に
超
巨
大
な
物
流
倉

庫
を
有
し
、
圧
倒
的
な
在
庫
（
品

揃
え
）
を
誇
り
、
直
ち
に
出
荷
で

き
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
ネ
ッ
ト

通
販
と
し
て
独
占
的
な
集
客
力
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
応

し
て
リ
ア
ル
世
界
で
は
巨
大
物
流

倉
庫
に
各
ブ
ラ
ン
ド
の
在
庫
を
大

量
に
受
け
入
れ
、
各
ブ
ラ
ン
ド
の

物
流
業
務
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
る
の
で
す
。

　
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
は
、
通
販

サ
イ
ト
と
し
て
そ
の
革
新
性
・
画

期
性
は
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
、
分

析
等
も
な
さ
れ
る
が
、も
う
一
方
、

「
労
働
の
世
界
」
の
窓
か
ら
み
れ

ば
、
数
千
人
の
非
正
規
労
働
者
が

巨
大
物
流
倉
庫
の
中
で
３
６
５
日

出
荷
作
業
さ
せ
る
こ
と
で
巨
額
の

利
潤
を
生
み
だ
す
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
な
の
で
す
。

　
海
浜
幕
張
に
あ
る
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
本
社
の
正
社
員
は
わ
ず
か

千
人
規
模
の
非
正
規
労
働

者
を
使
い
巨
額
の
資
産 

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
ユ
ニ
オ
ン
立
ち
上
げ

雇
い
止
め
撤
回
を
求
め
団
体
交
渉
・
最
寄
り
駅
で
チ
ラ
シ
配
り
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実
践
的
に
考
え
る
職
場
と
労
働
法

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
雇
用
調
整
助
成
金
な

ど
雇
用
保
険
制
度
が
焦
点
に
な
っ

て
い
る
。
今
回
は
雇
用
保
険
の
仕

組
み
を
考
え
た
い
。

　
企
業
倒
産
や
解
雇
そ
の
他
の
失

業
時
の
所
得
補
償
な
ど
を
行
う
の

が
雇
用
保
険
だ
。
再
就
職
で
き
る

ま
で
の
所
得
補
償
と
い
う
考
え
方

で
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
で
職
業
紹
介
、
斡
旋
と

一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
資
本
主
義
初
期
の
頃
は
、
働
く

能
力
が
あ
る
の
に
働
か
な
い
の
は

り
、
ド
イ
ツ
で
は
１
９
２
７
年
に

失
業
保
険
法
が
制
定
さ
れ
た
。
日

本
は
戦
後
の
１
９
４
７
年
に
初
め

て
制
度
化
さ
れ
た
。

週
20
時
間
以
上
適
用

　
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
は
、
適

用
事
業
所
に
雇
わ
れ
て
い
る
労
働

者
で
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
所
は
す
べ
て
適

用
事
業
所
と
な
る
。
適
用
除
外
の

事
業
所
は
個
人
経
営
の
農
林
水
産

業
で
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
が
常

時
５
人
未
満
の
場
合
だ
け
だ
。

　
雇
用
保
険
の
対
象
と
な
る
労
働

者
は
、
所
定
労
働
時
間
が
週
20
時

間
以
上
で
、
引
き
続
き
31
日
以
上

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
も
れ
な
く
被
保
険
者
と
な

る
。
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

よ
り
も
適
用
範
囲
は
広
く
、
学
生

バ
イ
ト
な
ど
が
適
用
対
象
と
な
る

場
合
は
多
い
。
公
務
員
は
原
則
と

し
て
適
用
除
外
だ
が
会
計
年
度
任

用
職
員
な
ど
非
正
規
公
務
員
は
任

用
条
件
に
よ
っ
て
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
保
険
料
は
一
般
の
事
業
で
賃
金

の
0.9
％
（
建
設
は
1.2
％
、
農
林

1.1
％
）。
う
ち
0.6
％
は
求
職
者
給

付
な
ど
の
保
険
給
付
の
財
源
に
充

て
ら
れ
、
労
使
が
折
半
負
担
す
る

の
で
労
働
者
の
負
担
分
は
0.3
％

だ
。
残
る
0.3
％
は
雇
用
保
険
２
事

業
と
呼
ば
れ
る
雇
用
安
定
事
業
・

能
力
開
発
事
業
に
充
て
ら
れ
、
全

額
を
事
業
主
が
負
担
す
る
。
雇
用

調
整
助
成
金
の
財
源
は
こ
れ
だ
。

　
雇
用
保
険
に
は
一
定
の
国
庫
負

担
が
規
定
さ
れ
、
求
職
者
給
付
の

４
分
の
１
、
雇
用
継
続
給
付
の
８

分
の
１
が
国
庫
負
担
と
な
る
の
が

基
本
だ
が
、
こ
の
間
、
暫
定
措
置

と
し
て
負
担
割
合
は
そ
の
10
％
と

さ
れ
て
い
る
。

　
雇
用
保
険
の
積
立
金
は

、
一
時
期
は
６
兆
円
を
超
え
て
お

り
２
０
１
９
年
現
在
で
も
４
兆
円

以
上
あ
る
。
か
つ
て
は
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
大
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
給

付
が
激
増
し
、
一
時
は
積
立
金
残

高
が
４
千
億
円
ま
で
減
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
失
業
の
激
増
に
対
応

し
た
の
だ
か
ら
支
出
が
増
え
る
の

は
当
然
な
の
だ
が
、
厚
生
労
働
省

は
手
を
尽
く
し
て
給
付
を
絞
っ
た

の
だ
。
昨
年
問
題
に
な
っ
た
「
毎

月
勤
労
統
計
」
も
実
は
こ
の
こ
と

に
関
係
あ
る
。

　
特
に
07
年
に
大
改
悪
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
退
職
理
由
に
関
係

な
く
誰
で
も
６
か
月
以
上
雇
用
保

険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
退
職
後
に

失
業
給
付
が
受
給
で
き
た
。
し
か

し
、
07
年
以
降
、
６
か
月
加
入
で

受
給
で
き
る
の
は
会
社
都
合
退
職

の
み
で
、
自
己
都
合
退
職
は
12
カ

月
以
上
の
加
入
期
間
が
必
要
と

な
っ
た
。

　
そ
の
直
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
襲
っ
た
。
派
遣
切
り
を
受
け

た
労
働
者
の
多
く
が
失
業
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
な
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
失
業

者
急
増
に
も
関
わ
ら
ず
積
立
金
は

増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

最
大
賃
金
８
割
給
付

　
保
険
給
付
は
大
き
く
分
け
て
４

種
類
あ
る
。

　
第
一
が
「
求
職
者
給
付
」
で
、

雇
用
保
険
の
中
心
的
な
給
付
だ
。

被
保
険
者
が
失
業
し
た
と
き
に
、

そ
の
失
業
の
理
由
や
年
齢
、
被
保

険
者
期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
一
定

の
期
間
、金
銭
給
付
が
な
さ
れ
る
。

　
基
本
手
当
は
、
離
職
後
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
か
ら
７
日
間
の
待

期
期
間
後
に
給
付
さ
れ
る
。
離
職

後
１
年
で
打
ち
切
り
と
な
る
。
基

本
手
当
の
額
は
、
失
業
前
の
賃
金

日
額
の
５
～
８
割
で
、
賃
金
が
低

か
っ
た
人
ほ
ど
給
付
率
が
高
い
。

給
付
日
数
は
、
会
社
都
合
退
職
は

期
間
が
長
く
、自
己
都
合
は
短
い
。

　
第
二
が
早
期
再
就
職
者
へ
の
給

付
で
あ
る
「
就
職
促
進
給
付
」、

第
三
に
自
主
的
教
育
訓
練
受
講
者

へ
の
「
教
育
訓
練
給
」
が
あ
る
。

第
四
の
「
雇
用
継
続
給
付
」
は
、

失
業
後
の
給
付
で
は
な
く
、
就
労

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
図
る
「
高

齢
者
雇
用
継
続
給
付
」「
育
児
休

業
給
付
」「
介
護
休
業
給
付
」
の

３
つ
が
あ
る
。
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
は
60
～
65
歳
の
労
働
者
の
賃

金
が
75
％
未
満
に
下
が
っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
。

　
雇
用
保
険
に
は
こ
の
ほ
か
に
雇

用
保
険
２
事
業
と
呼
ば
れ
る
「
雇

用
安
定
事
業
」「
能
力
開
発
事
業
」

が
あ
る
。
事
業
活
動
の
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、
一
時

的
に
休
業
、
教
育
訓
練
ま
た
は
出

向
を
行
っ
て
労
働
者
の
雇
用
の
維

持
を
図
る
場
合
に
、
休
業
手
当
や

賃
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

　
近
年
「
行
き
過
ぎ
た
雇
用
維
持

型
か
ら
労
働
移
動
支
援
型
へ
の
転

換
」
と
称
し
て
否
定
的
に
扱
わ
れ

て
き
た
が
、
３
・
11
大
震
災
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
一
気
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
焦
点
あ
た
る
雇
用
保
険

失
業
給
付
を
大
幅
に
絞
っ
た
た
め
巨
額
の
積
立
金
残
高

本
人
の
怠
惰
・
や
る
気
が
な
い

せ
い
で
本
人
の
責
任
と
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
１
９
２
９
年
の

世
界
大
恐
慌
に
よ
る
大
量
失
業

な
ど
の
経
験
の
中
で
、
失
業
は

資
本
制
経
済
で
は
景
気
の
変
動

に
伴
っ
て
社
会
的
に
生
み
出
さ

れ
る
と
の
認
識
が
一
般
化
し

た
。

　
世
界
初
の
失
業
保
険
制
度
は

英
国
で
１
９
１
１
年
に
始
ま
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映
画
紹
介
『
県
庁
の
星
』

　
県
庁
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
を
演
じ
る
織
田
裕
二
と
ス
ー
パ
ー
の
パ
ー
ト

店
員
の
柴
咲
コ
ウ
が
主
人
公
の
06
年
の
映
画
。
織
田
と
柴
咲
が
好
き
な

人
、
気
楽
な
映
画
を
観
た
い
時
に
は
良
い
か
も
。

　
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
研
修
と
し
て
県
庁
エ
リ
ー
ト
の
織
田
が

ス
ー
パ
ー
「
満
点
堂
」
に
行
く
こ
と
に
。
満
点
堂
は
保
健
所
か
ら
何
度

も
注
意
を
受
け
て
次
は
営
業
停
止
処
分
と
の
警
告
。
客
足
も
少
な
く
や

る
気
の
な
い
店
員
が
多
い
。
織
田
の
教
育
係
と
な
る
の
が
柴
咲
。
県
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
と
自
ら
の
出
世
の
た
め
に
意
気
込
む
織
田
、
し
か

し
役
人
の
常
識
は
ス
ー
パ
ー
に
は
通
用
せ
ず
邪
魔
者
扱
い
に
。

　
惣
菜
部
門
に
回
さ
れ
た
織
田
が
不
衛
生
さ
や
古
い
食
材
の
使
用
は
問

題
だ
と
指
摘
す
る
と
、
適
正
素
材
を
使
い
高
級
弁
当
を
作
る
織
田
チ
ー

ム
と
現
状
維
持
チ
ー
ム
で
競
争
す
る
こ
と
に
。
し
か
し
織
田
チ
ー
ム
の

弁
当
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
ず
チ
ー
ム
内
か
ら
も
反
発
さ
れ
る
。

　
織
田
は
県
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
も
外
さ
れ
、
さ
ら
に
社
長
令

嬢
と
の
婚
約
も
破
棄
さ
れ
る
。
そ
ん
な
傷
心
の
織
田
は
柴
咲
に
誘
わ
れ

デ
パ
地
下
に
。こ
こ
で
デ
ー
タ
で
は
分
か
ら
な
い
客
の
心
理
に
気
づ
き
、

次
々
と
満
天
堂
の
経
営
を
改
善
…
…
や
が
て
県
庁
に
戻
っ
た
織
田
は
自

ら
生
活
福
祉
課
に
異
動
し
、
出
世
よ
り
県
民
の
生
活
を
重
視
し
た
提
案

を
す
る
よ
う
に
。
倒
産
寸
前
だ
っ
た
満
点
堂
も
織
田
と
柴
咲
の
お
か
け

で
窮
地
を
乗
り
切
る
と
い
う
話
。

　
エ
リ
ー
ト
男
と
庶
民
女
の
組
み
合
わ
せ
。
世

間
知
ら
ず
の
エ
リ
ー
ト
が
人
間
味
を
取
り
戻
す

と
い
う
王
道
か
つ
お
約
束
の
ラ
ブ
コ
メ
物
語
だ

が
必
ず
し
も
陳
腐
に
な
ら
な
い
の
が
織
田
と
柴

咲
の
ス
タ
ー
性
な
の
か
。
ス
ー
パ
ー
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
観
た
が
掘
り

下
げ
不
足
で
少
し
期
待
外
れ
。
ロ
ケ
地
は
岡
山

の
天
満
屋
系
ス
ー
パ
ー
ら
し
い
。

　
解
雇
者
１
万
人
超

　
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
が
浮
上
し
て

約
３
か
月
が
経
過
し
た
。
コ
ロ
ナ

感
染
は
い
っ
た
ん
収
束
を
見
せ
て

い
る
が
、雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
失
業
や
解
雇
が
表
面
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、
非
正
規
労
働
者
へ

の
解
雇
・
雇
い
止
め
は
深
刻
だ
。

す
で
に
厚
生
労
働
省
は
５
月
20
日

時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
解
雇

や
雇
止
め
が
１
万
人
に
迫
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
非
正
規

雇
用
は
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

約
１
３
１
万
人
も
減
少
し
た
。
休

業
者
数
も
異
例
の
６
０
０
万
人
に

達
し
て
い
る
。
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
、
休
業
補
償
も
支
払
わ
れ
な

か
っ
た
労
働
者
が「
解
雇
」に
な
っ

て
い
く
ケ
ー
ス
が
顕
在
化
し
て
い

く
。
こ
の
６
０
０
万
人
は
「
失
業

予
備
軍
」
と
言
っ
て
も
い
い
。

　
08
年
末
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
来
の
雇
用
危
機
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
。
当
時
、
派
遣
労
働
者
の
約

２
万
人
が
解
雇
さ
れ
た
。
い
ま
全

国
に
１
４
４
万
人
い
る
派
遣
労
働

者
の
う
ち
７
割
強
は
雇
用
期
間
が

限
ら
れ
て
い
る
。
派
遣
社
員
の
契

約
は
３
カ
月
ご
と
に
更
新
す
る
の

が
主
流
だ
。
４
月
に
契
約
更
し
、

６
月
末
で
の
大
量
派
遣
切
り
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
解

雇
は
製
造
業
や
派
遣
だ
け
で
は
な

く
全
業
種
に
わ
た
る
と
さ
れ
、
そ

の
全
容
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
こ
の
６
月
に
表
面
化
し

て
い
く
だ
ろ
う
。

　
労
働
者
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
解
雇
・
雇
い
止
め
と
闘

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
あ
ら
ゆ
る
職
場
に

　
大
量
解
雇
や
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス

ク
の
中
で
全
国
で
次
つ
ぎ
と
労
働

組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。「
労

働
組
合
を
つ
く
っ
て
会
社
に
雇
用

調
整
助
成
金
を
申
請
さ
せ
、
解
雇

を
撤
回
さ
せ
た
」「
６
割
だ
っ
た

休
業
補
償
を
全
額
出
さ
せ
る
た
め

に
労
働
組
合
を
作
っ
た
」「
３
密

職
場
に
労
働
組
合
を
結
成
し
団
体

交
渉
に
よ
っ
て
感
染
対
策
を
さ
せ

た
」
な
ど
新
聞
な
ど
も
労
組
結
成

を
報
道
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ヨ
ガ
や
ジ
ム
な
ど
の
イ

労
働
組
合
が
社
会
の
共
通
認
識
に

今
こ
そ
職
場
に
労
働
組
合
の
結
成
を

界
な
ど
が
個
人
事
業
主
と
し
て
働

か
さ
れ
て
い
る
現
場
の
労
組
結
成

も
目
立
つ
。
労
働
者
性
の
は
く
奪

に
よ
っ
て
見
え
て
こ
な
か
っ
た
労

働
問
題
が
、
当
事
者
が
闘
う
こ
と

に
よ
っ
て
社
会
に
「
可
視
化
」
さ

れ
て
い
る
。
労
働
運
動
に
無
縁

だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
ユ
ニ
オ
ン

に
結
集
し
て
闘
っ
て
い
る
。

　
こ
の
当
事
者
た
ち
は
「
誰
か
が

行
動
し
な
い
と
何
も
動
か
な
い
。

ユ
ニ
オ
ン
に
た
ど
り
着
け
た
自
分

た
ち
は
運
が
良
か
っ
た
」と
話
す
。

（『
朝
日
新
聞
』
５
月
31
日
））

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
労
働
組
合
結

成
が
ひ
と
つ
の
「
選
択
肢
」「
共

通
意
識
」に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、

課
題
も
あ
る
。
声
を
上
げ
た
当
事

者
が
、
職
場
で
感
謝
さ
れ
る
一
方

で
、
会
社
か
ら
攻
撃
さ
れ
、

同
僚
か
ら
孤
立
し
、
辞
め
ざ

る
を
え
な
い
ケ
ー
ス
も
多
発

し
て
い
る
。
ユ
ニ
オ
ン
が
、

職
場
の
多
数
を
獲
得
し
、
粘

り
腰
で
闘
っ
て
い
く
運
動
路

線
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

今
こ
そ
、
労
働
者
の
中
に
分

け
入
り
、
職
場
に
労
働
組
合

の
結
成
を
か
ち
と
ろ
う
。

（
執
行
委
員
Ｋ
）　

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ホ
テ
ル
業
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職場からの報告

な
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
の
雇

用
の
安
定
化
を
目
指
す
観
点
か

ら
、
な
る
べ
く
長
い
契
約
期
間
、

少
な
く
と
も
契
約
期
間
は
１
年
以

上
に
は
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
面
、
３
か
月
へ
の
短
縮
を

撤
回
さ
せ
た
い
で
す
。
そ
の
他
、

生
活
・
将
来
設
計
も
可
能
な
安
心

で
き
る
雇
用
を
目
指
し
、
契
約
期

間
・
賃
金
・
手
当
そ
の
他
の
待
遇

改
善
と
目
指
し
ま
す
。

に
短
縮
す
る
と
の
メ
ー
ル
が
一
斉

送
信
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
期
間
の

短
縮
は
重
大
な
労
働
条
件
の
変
更

で
あ
り
、
労
働
者
の
個
別
同
意
等

が
必
要
で
す
。
メ
ー
ル
で
一
方
的

に
短
縮
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
乱

暴
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
基
本
的
に
正
社
員
化

さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
に
は

す
。
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
権
利
行
使
し
た

人
は
わ
ず
か
の
よ
う
な
の
で
ユ
ニ

オ
ン
と
し
て
無
期
転
換
を
積
極
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
は
業
務
量
が
拡
大
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
６
月
か

ら
一
方
的
に
契
約
期
間
が
３
か
月

労
働
者
か
ら
の
搾
取
な
し
に
は
生

ま
れ
な
い
の
だ
。

数
百
人
、
残
り
は
数
千
人
規
模
で

契
約
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣

社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
が
倉

庫
作
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
Ｚ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
の
巨
額
の
利
益
は
非
正
規

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質

問
に
は
「
知
ら
な
い
」「
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
意
見
が
半
数
を
占

め
、「
前
の
職
場
で
は
労
働
組
合

が
あ
っ
た
け
ど
何
も
し
て
く
れ
な

か
っ
た
」「
労
働
基
準
監
督
署
と

ど
う
違
う
の
？
」
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
労
働

組
合
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン
を
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
労
働
組
合
（
ユ
ニ
オ

ン
）
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」「
洋

服
が
好
き
」
と
い
う
人
も
、
あ
る

い
は
生
活
の
た
め
「
時
給
が
高
い

職
場
を
」
と
い
う
人
も
、
い
ろ
ん

な
人
が
適
切
な
賃
金
、
適
切
な
労

働
条
件
で
、
仕
事
や
自
ら
に
誇
り

を
も
っ
て
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

状
況
に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
働
く
大
半

が
契
約
社
員
や
ア
ル
バ
イ

ト
、
派
遣
社
員
な
の
で
安

定
し
た
雇
用
を
目
指
す
こ

と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

　
労
働
契
約
法
に
は
、
５

年
以
上
働
け
ば
期
間
の
定

め
の
な
い
雇
用
と
す
る

「
無
期
転
換
権
」
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
権

利
を
行
使
す
れ
ば
雇
い
止

め
の
心
配
が
な
く
な
り
ま

適
切
な
賃
金
・
労
働
条
件
を
実
現
し
よ
う

　
ち
ば
合
同
労
組
は
こ
の
数
年
、

京
葉
線
沿
線
の
ア
マ
ゾ
ン
や
Ｚ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
な
ど
倉
庫
業
務
で
働
く
労
働

者
を
対
象
に
チ
ラ
シ
配
り
や
街
頭

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
有

給
休
暇
が
取
れ
な
い
」「
夏
に
熱

中
症
が
心
配
」「
派
遣
先
で
賃
金

が
違
う
」「
交
通
費
が
出
な
い
」「
賃

金
の
支
払
い
が
不
明
瞭
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
労
働
組
合
（
ユ
ニ
オ
ン
）
を

労
働
組
合
と
し
て
�
労
使
対
等
�
め
ざ
す

　
ま
た
労
働
組
合
（
ユ
ニ
オ
ン
）

と
し
て
の
大
切
な
目
標
と
し
て
、

〝
労
使
対
等
〟
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
個
人
対
会
社
で

は
な
か
な
か
意
見
も
言
え
ま
せ

ん
。要
求
を
出
す
こ
と
も
難
し
い
。

で
す
が
労
働
組
合
が
あ
れ
ば
、
賃

下
げ
な
ど
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
に
対
し
て
、質
問
状
や
申
入
書
、

団
体
交
渉
な
ど
も
で
き
ま
す
。

　「
そ
れ
は
約
束
が
違
う
」「
あ
の

時
は
こ
う
だ
っ
た
」
―
―
こ
ん
な

シ
ン
プ
ル
な
指
摘
さ
え
、
個
人
で

は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
し
か

し
労
働
組
合
が
あ
れ
ば
、
持
続
的

に
、
そ
し
て
働
く
者
の
全
体
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
労
働
条
件
の

改
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
ま
た
労
災
事
故
の

問
題
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
い

ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
団
体
交
渉
中
で
あ
る
雇

い
止
め
の
問
題
や
契
約
期
間
の
短

縮
は
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
全
体
の
労
働
条
件
に
か
か

わ
っ
て
き
ま
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ

オ
ン
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
他
の
産
業
、
他
社
で
も
「
う

ち
も
組
合
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
定
の
人
数
が
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ

オ
ン
に
加
入
す
れ
ば
、
会
社
も
勝

手
な
こ
と
も
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
今
後
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
働
く
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
ま
と
め
な
が

ら
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
で
働
く
皆
さ
ん
、
た

だ
い
ま
組
合
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
派
遣
の
方
も
入
れ
ま
す
。
こ

う
言
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
安
定
雇
用
の
実
現
を


